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１月30日（木）　午後１時30分から３時30分まで
鳥羽市保健福祉センターひだまり　２階　ひだまりホール

１月30日（木）　午後１時30分から３時30分まで
鳥羽市保健福祉センターひだまり　２階　ひだまりホール

鳥羽市地域福祉講演会を開催します鳥羽市地域福祉講演会を開催します鳥羽市地域福祉講演会を開催します

講　師　関西学院大学　名誉教授　牧 里 毎 治　氏
演　題　「集落社会と住民福祉　～みんなが一緒なら一歩ふみだせる～ 」
講　師　関西学院大学　名誉教授　牧 里 毎 治　氏
演　題　「集落社会と住民福祉　～みんなが一緒なら一歩ふみだせる～ 」

　11月10日（日）地域のことを知って鳥羽をもっと好きになろう
という趣旨で、ディスカバーウォークin小浜を開催しました。
　天気にも恵まれ、小浜町内の名所旧跡を徒歩で巡りました。

関連記事→３ページ　



　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
去
年
６
月
よ
り
当
会
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
赤
尾
で
す
。

　
新
年
に
あ
た
り
ま
し
て
、
昨
年
か
ら
本
年
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
27
年
３
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
「
第
２
期
鳥
羽
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
最
終
年
度
が
平
成
31
年
度
（
令

和
元
年
度
）
で
す
。
そ
の
後
「
第
３
期
鳥
羽
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
へ
と
継
続
し
ま
す
。

　
そ
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
「
地
域
力
強
化
の
推
進
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
鳥
羽
市
で
は
、
全
国
の
自
治
体
と
同
様
に
人
口
減
少
が
進
行
し
て
お
り
、
２
０
４
０
年
に
は
１
万
人
を
切
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
会
に
加
入
し
な
い
人
の
増
加
や
、
高
齢
化
に
よ
り
地
域
活
動
の
担
い
手
が
不
足
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
で
、
地
域
づ
く
り
を
一
部
の
人
や
行
政
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
課
題
（
我
が
事
）
と
し

て
主
体
的
に
と
ら
え
、
住
民
自
ら
が
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
た
め
に
は
、
町
内
会
や
自
治
会
等
を
始
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
市
民
活
動
団
体
等
に
対
し
て
、
意
識
の
醸
造
や
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
昨
年
か
ら
本
年
に

か
け
特
に
次
の
取
り
組
み
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
懇
談
会
「
ま
ち
ト
ー
ク
」
の
開
催

　「
私
た
ち
の
ま
ち
の
良
い
と
こ
ろ
」「
今
の
困
り
ご
と
」
を
中
心
に
ご
意
見
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

相
差
町
（
昨
年
５
月
開
催
）
を
皮
切
り
に
船
津
町
（
昨
年
11
月
開
催
）
ま
で
21
回
を
重
ね
ま
し
た
。
本
年
も
他

地
区
で
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ご
意
見
を
大
き
く
集
約
し
ま
す
と
、

　
　
①
集
う
場
づ
く
り
　
　
②
つ
な
が
り
づ
く
り
　
　
　
③
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア

な
ど
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
ず
つ
実
行
に
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
本
年
が
平
穏
な
一
年
で
あ
る
こ
と
を
ね
が
い
ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
ま
ち
ト
ー
ク
」
で
地
域
の
方
々
の

多
様
な
ご
意
見
を
お
聴
き
い
た
し
ま
す

　

鳥
羽
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

会 

長

　
赤
　
尾
　
　
　
勉
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　11 月 10 日には、ディスカバーウォークを開催
し約 40 名の参加がありました。鳥羽の魅力を再発
見して日ごろのボランティア活動に活かそうという
企画です。この日は小浜町の八幡神社、伊良子清白
住居跡石碑、土宮神社、済度院を小浜文化財保存会
の皆さんと、小浜町内会長さんの案内で巡りました。
参加した皆さんは地元の方の説明を聞いてしきりに
感心しておられました。また、小浜公民館では土宮
神社宮司の山下氏から、済度院の境内では済度院住
職の佐藤氏から、それぞれの寺社の由来などのお話を聞くことができました。案内やお話を聞かせていただ
いた方々の郷土愛を感じたことも貴重な体験になりました。
　11 月 23 日には保健福祉センターのひだまりホールにて防災ボランティアスクールを開催しました。今
回は「鳥羽市民と災害〜災害が起こったら何ができるのか？〜」をテーマに鳥羽市総務課防災危機管理室の

方に来ていただき、災害時に身を守るために必要な
情報や避難所についての知識を、鳥羽市ならではの
事情を講義していただき、グループに分かれて参加
者同士で話し合いを持ちました。その後の発表では、
災害が起こったら困ることや、日ごろの備えについ
て実際に取り組んでいることなど様々な発表があり
ました。また、市内のホームセンターの店長さんに
来ていただき、災害時に役立つグッズや発電機など
について、お話を聞くことができました。

　11 月 24 日（日）令和元年度キ・ラ・ラ障がい啓発講習会を開催しました。
　今年は、「障がい者差別解消法」「障がい者虐待」をテーマとして、障がい
者の人権啓発とバリアフリー社会をつくるために必要なことを学ぶ目的と
して開催。Ｅテレ「バリバラ」のレギュラーでもある西宮市社会福祉協議会
の玉木幸則さん、そして伊勢志摩バリアフリーツアーセンターの野口あゆみ
さんをお招きして「ノーサイド社会を目指して！！ズバリ言いたいこと！」
〜どっちのサイドもない！みんな同じ社会をつくる仲間！〜のテーマで講演をしていただきました。
　玉木さんは、ご自身の生い立ちや経験したこと、これから必要なことをお話いただきました。障がいの
ある人に対する見方や考え方に本当の「障害」がある。「障害」という表記も「障がい」や「しょうがい」
と変えることで本当に「障害」がなくなるのだろうか。ひらがなに表記を変えることで社会に障がいがあ
ることをごまかしているのではないだろうか。障がいのある人もない人も助け合いながら、その人らしい
生活を実現していける社会にしていきたいと、お話していただきました。
　野口さんは、ご自身の活動されていることを紹介していただき、その中で社会や地域に必要なことや考
え方をお話していただきました。普段できなかったことが、旅行先でできるのは「行きたい」「やりたい」
のあらわれ。障がいがある方が「やれること」ではなく「やりたいこと」、「行けるところ」ではなく「行
きたいところ」として選択できる社会づくりが大切だと、お話していただきました。
　後半は、玉木さんと野口さんでトークセッションをしていただき、自己決定・自己選択ができる社会を
目指したい。そのために必要なことは、意思疎通から意思実現までを可能とする意思決定支援が大切であ
る。また、社会や街に何が必要なのかを知ってもらうためにも、障がいがある方にどんどん外に出てもら
うことが大切だと、お話していただきました。

鳥羽市社会福祉協議会
　　　　指定障害相談支援事業所　「キ・ラ・ラ」「キ・ラ・ラ」「キ・ラ・ラ」

ボランティアスクール
　　　　　　　　だより
ボランティアスクール
　　　　　　　　だより

　社会福祉協議会では鳥羽市ボランティア連絡協議会と
共催でボランティアスクールを開催しています。11月に
は２回のボランティアスクールを開催しました。

グループ発表 グループでの話し合い

土宮神社の宮司さんのお話 済度院の境内にて

ディスカバーウォーク

防災ボランティアスクール
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鳥羽市民児協だより鳥羽市民児協だより鳥羽市民児協だより
　安心して住み続けることができる

地域社会づくりを目指して
鳥羽市民生委員・児童委員協議会　会長　浦 口 久 子　

　

昨
年
中
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

に
ご
協
力
、
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
全
国
一
斉
の
委
員
の
改
選
期
に

当
た
り
、
こ
の
度
鳥
羽
市
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
安
楽
島
地
域
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
浦
口
で
ご
ざ

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
全
国
で
は
約
23
万
人
、三
重
県

で
は
約
４
千
人
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
、鳥

羽
市
に
お
き
ま
し
て
も
新
し
く
委
員
に
推
薦

さ
れ
た
方
を
含
め
45
人
の
委
員
が
、
地
域
福

祉
推
進
の
た
め
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
的
に「
な
り
手
確
保
」が
問
題
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

鳥
羽
市
に
お
い
て
も
民
生
委
員
の
な
い
地

区
も
あ
り
、
な
か
な
か
民
生
委
員
の
「
な
り

手
」
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。
民
生
委
員
の

認
知
度
も
低
く
特
に
若
者
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
の
日
頃

の
活
動
を
少
し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

担
当
地
区
の
実
情
を
掌
握
し
、
住
民
に
対

し
て
適
切
な
相
談
・
援
助
を
行
う
な
ど
の
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
誰
も
が
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
助
言
及
び
そ

の
他
の
援
助
を
行
い
、
行
政
に
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
等
の
役
割
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

●

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
定
期
的
訪
問
。

●

い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
の
高
齢
者
の
仲
間
づ

く
り
。

●

要
支
援
、
要
介
護
の
手
続
き
の
相
談
。

●

障
が
い
者
、
誰
も
が
自
立
し
た
日
常
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
。

●

主
任
児
童
委
員
と
と
も
に
子
供
た
ち
の
安

全
安
心
の
た
め
の
登
下
校
で
の
見
守
り
、

声
か
け
、
学
校
行
事
へ
の
参
加
等
。

　

私
た
ち
民
生
委
員
児
童
委
員
は
こ
れ
か
ら

も
「
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
づ
く
り
」
の
た
め
に
推
進
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
に
な

お
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
に
と
っ
て
良
い
お
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●●●　民生委員・児童委員を退任された方々　●●● （敬称略）

　退任の方々は、次の方々です。在任中は、地域福祉の推進のため、日々ご尽力をいただきまし
たことに、厚く御礼申し上げます。

岩 崎	 小久保　尚　子

中 之 郷	 村 上 靖 子

藤 之 郷	 栗 原 　 力

奥 谷	 山　本　さち子

幸 丘	 天 野 啓 子

相 差	 奥　村　みき江

畔 蛸	 星 見 秀 榮

千 賀	 濱 中 保 美

今 浦	 大　山　與志則

坂 手	 木 田 公 子

坂 手	 楠 田 博 子

神 島	 小久保　眞一郎

小 浜	 中 村 洋 子

堅 神	 近 藤 巧 功

池 上	 東　川　まゆみ

主任児童委員	 尾　﨑　かおり

基
本
活
動
は

生
活
実
態
の
把
握
・
訪
問
見
回
り
・

相
談
・
援
助
活
動 

で
す
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担当地区 氏　　　名 電　　話
岩 崎 （調整中）

本 町 大　川　千惠美 25−2476

大 里 岡 田 朱 美 25−4668

横 町 （調整中）

錦 町 髙 屋 充 子 26−3971

中 之 郷 宮　本　志津子 25−4025

藤 之 郷 岩 本 治 男 25−2573

奥 谷 （調整中）

赤 崎 杉 江 昌 永 26−2654

五丁目・若竹・

ハ イ ツ 赤 崎
（調整中）

船 津 ・ 落 口 岡 村 静 代 25−4997

河 内 奥 村 清 子 25−2968

岩 倉 成 瀬 晴 子 25−5420

松 尾 右 江 早 苗 25−4847

白 木 河 邑 博 幸 25−5639

幸 丘 岡 村 玲 子 25−6951

若 杉 小 原 　 宏 25−7501

安 楽 島
鈴 木 矯 子 25−5832

浦 口 久 子 25−5328

高 丘 赤 尾 　 勉 25−5051

さ く ら が 丘 武 口 昭 代 26−4082

相 差
世　古　比登美 33−6115

中 村 幸 照 33−6437

国 崎 松 井 よ し 33−6671

畔 蛸 家 田 若 惠 33−6102

千 賀 上 村 　 努 33−6740

堅 子 伊 藤 一 栄 33−7357

今 浦 （調整中）

担当地区 氏　　　名 電　　話
本 浦 杉 原 久 春 32−5536

石 鏡 濱 口 　 香 32−5747

坂 手 （調整中）

桃 取
齋 藤 清 彦 37−3229

岩 佐 菊 美 37−3029

答 志
濱 口 幸 代 37−2367

濱 﨑 靖 導 37−2070

答 志 和 具 山 本 芳 照 37−2278

神 島
藤 原 朋 代 38−2398

寺 田 松 弘 38−2103

菅 島
小 寺 広 次 34−2353

松 村 光 世 34−2054

小 浜
（調整中）

下　村　ミチル 25−4712

堅 神 （調整中）

池 上
中 川 　 茂 25−4654

山 下 婦 佐 25−4693

大 明 東
中 村 光 紀 26−2748

榎　村　より子 25−6625

大 明 西 中 村 幸 子 25−5913

安 久 志 藤　原　えり子 25−2639

み ど り が 丘 （調整中）

屋 内 齋 藤 眞 紀 26−3622

鳥 羽 美 台 （調整中）

主任児童委員 小　竹　由起子 26−4620

主任児童委員 池 田 裕 治 25−7438

主任児童委員 上 村 裕 子 26−3069

※表中、太字の方は今回新任された方です。

民生委員・児童委員　地区別一覧 （敬称略）

民生委員・児童委員協議会新役員

会　長　浦　口　久　子（安楽島）　　　副会長　小　原　　　宏（若　杉）

副会長　中　村　幸　照（相　差）　　　副会長　岡　田　朱　美（大　里）

監　事　榎　村　より子（大明東）　　　監　事　杉　原　久　春（本　浦）

（敬称略）
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趣味創作型デイサービス
利用料はすべて１００円です。（ただし、お茶・お花・陶芸に
ついては別途材料費が必要となります）

講座内容 開催日（土曜日） 時　間 対　象

囲碁・将棋
 4 日・11日・18日 １０時〜１５時

60 歳 以 上
の元気な方

カ ラ オ ケ

お 茶  4 日・18日

１０時〜１２時
お 花 11日

着 付 11日

絵 手 紙  4 日・18日

太 極 拳 11日・18日 １０時〜１１時

子育てサロン
子育てをしているみなさんの仲間づくりとリフレッシュを目的
に、子育てサロンを開催しています。お気軽にご参加ください。

会　場 開催日 時　間 対　象

相 差 女 性 活 動
セ ン タ ー

 ７ 日㈫・21日㈫
１０時〜
　１２時

子育て中の
保護者の方と
そのお子さん菅島コミュニティ

ア リ ー ナ ２ 階
 ８ 日㈬・15日㈬
22日㈬・29日㈬

総合相談案内
相談時間はお一人様30分で無料です。お電話にて事前にご予約ください。
心配ごと相談は予約のあるときのみ開催、３日前までにご予約ください。

種　類 開催日 時　間 内　容

司法書士相談  ９ 日㈭

13時〜　
15時30分

財産（土地及び金銭等）
の相続、登記、遺言等
に関する相談

心配ごと相談 16日㈭ 民生委員による一般的
な心配ごと相談

法 律 相 談 23日㈭ 弁護士による法律相談

行事カレンダー行事カレンダー1月1月
※日程は変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

お問い合わせ　 25－1188

鳥羽市地域福祉講演会
「集落社会と住民福祉～みんなが一緒なら一歩ふみだせる～」

　福祉ウェーブは、ボランティア団体「点訳・音訳奉仕
グループつのぶえの会」にご協力していただき、テープ・
ＣＤへ音訳をして視覚障がいの方に福祉の情報を
お届けしています。

あたたかい善意をありがとうございますあたたかい善意をありがとうございます

　当会では、鳥羽市地域福祉活動計画を策定し、住民参加の地域福祉活動の推進に取り組んでいます。
今年は、関西学院大学名誉教授 牧里毎治さんをお招きし、地域のみんなが支え合い、町内会・自治会
単位で福祉に取り組んでいる事例の紹介をさせていただき、まちづくり、支え合いのコツを学び、地域
の支え合いの仕組みをどのように作っていくかをみんなで考えていきたいと思います。ふるってご参加
ください。

参加費
無料

編集・発行：社会福祉法人　鳥羽市社会福祉協議会
〒 517-0022　鳥羽市大明東町 2-5		　ＴＥＬ 0599（25）1188　ＦＡＸ 0599（25）1117
ホームページ　http://www.toba-shakyo.or.jp　メール soumu ＠ toba-shakyo.or.jp

以下のとおりご紹介いたします。
寄　付（福祉基金へ）
　ソフトボール投げ競技者　様　　　　10,000 円
　鳥羽市シルバー人材センター女性部　様　　2,000 円
　鳥羽ロータリークラブ　様　　　　　27,000 円
寄　贈
　鳥羽ライオンズクラブ　様　　　　　　 本棚等

と　き　　１月30日（木）　午後1時 30分から3時 30分まで
ところ　　鳥羽市保健福祉センターひだまり２階　ひだまりホール

内　容　●講　　演　演題　「集落社会と住民福祉
　　　　　　　　　　　　　　　　　〜みんなが一緒なら一歩ふみだせる〜」

　　　　　　　　　　講師　関西学院大学　名誉教授　牧
まき

　里
さと

　毎
つね

　治
じ

　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本地域福祉学会 元会長）

　平成 13 年（2001）より関西学院大学社会学部社会福祉学科・大学院社会学研究科 教授。平成 20
年（2008）４月に関西学院大学人間福祉学部社会起業学科を設立。平成 24 年（2012）より（2 年間）
人間福祉学部長に就任。平成 29 年（2017）３月に関西学院大学退任。
　専門は、地域福祉、コミュニティワーク、社会起業、NPO ほか。関西の各市町村地域福祉計画の
策定委員長等を務める。

講師紹介


